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て
菩
薩
が
病
気
に
か
か
る
の
は
、
大
悲
の
心
（
共
感
す
る
心
）
を
持
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
摩
詞
止
観
」
の

「
十
乗
観
法
」
の
中
に
「
起
慈
悲
心
」
の
方
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
菩
薩
は
病
人
を
見
る
と
、
慈
悲
の
心
を
起
こ
し
て
仮
に
病
人
と
同

じ
病
気
に
か
か
っ
て
、
病
人
を
看
病
し
て
治
す
三
つ
の
方
法
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
空
観
に
よ
る
方
法
、
仮
の
観
に
よ
る
方
法
、
中
道
の
観
に
よ

る
方
法
で
あ
る
。
つ
い
で
佛
教
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
慈
悲
の
精
神
を

持
っ
て
医
療
を
行
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
い
る
と
医
は
仁
術
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
貝
原
益
軒
は
養
生
訓
に
お
い
て
「
医
は
仁
術
な
り
。

仁
愛
の
心
を
本
と
し
、
人
を
救
う
を
以
て
志
と
す
べ
し
。
」
と
述
べ
て
い

る
。

医
の
心
の
現
代
の
課
題
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
医
師
会
の
倫
理
綱

領
で
は
、
「
（
三
）
医
師
は
医
療
を
受
け
る
人
び
と
の
人
格
を
尊
重
し
優

し
い
心
で
接
す
る
と
と
も
に
医
療
内
容
に
つ
い
て
よ
く
説
明
し
、
信
頼

を
得
る
よ
う
に
努
め
る
。
」
と
あ
り
、
河
合
隼
雄
は
コ
ン
グ
心
理
学
と

仏
教
」
で
「
治
療
は
、
患
者
と
治
療
者
の
す
べ
て
が
演
ず
る
相
互
作
用

以
外
の
何
者
で
も
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
医
療
は
、
大

悲
（
共
感
）
の
心
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
平
成
十
六
年
九
月
例
会
）

高
良
斉
と
日
高
凉
台
の
用
薬
倫
理
を
め
ぐ
っ
て

中
西
淳
朗

Ｐ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
が
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

に
来
日
し
た
際
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
の
ひ
と
つ
に
、
西

洋
医
薬
品
の
日
本
へ
の
輸
出
拡
大
の
た
め
の
工
作
が
あ
っ
た
。

こ
の
目
的
の
た
め
彼
の
弟
子
の
高
良
斉
に
『
薬
品
応
手
録
」
と
い

う
簡
単
な
説
明
を
つ
け
た
薬
品
目
録
を
作
ら
せ
、
文
政
九
年
二
八
二

六
）
の
カ
ピ
タ
ン
江
戸
参
府
旅
行
の
随
行
の
時
、
各
地
の
日
本
人
医
師

に
名
刺
代
わ
り
に
く
ば
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
の
旅
日

記
（
旧
暦
一
月
二
十
二
日
の
下
関
の
項
）
に
、
「
外
国
の
薬
品
を
買
わ
せ

る
目
的
」
の
た
め
の
簡
明
目
録
を
、
彼
が
出
費
し
高
良
斉
が
和
訳
発

行
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
冊
子
の
内
容
は
余
り
に
も
簡
便
で
あ
っ
た
が
、
日
本
人
医
師
は

長
崎
へ
洋
薬
を
ど
ん
ど
ん
注
文
し
た
。
そ
の
た
め
配
合
禁
忌
な
ど
を
無

視
し
た
処
方
が
多
く
出
た
。
高
良
斉
は
責
任
上
、
十
年
後
に
「
剛
法

内
用
薬
能
識
」
と
い
う
小
冊
子
を
発
行
し
た
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

の
こ
と
で
、
文
久
頃
二
八
六
三
年
）
の
紅
毛
薬
種
は
三
十
年
前
の
二
・

三
倍
の
種
類
に
増
加
し
て
い
る
（
氷
見
屋
文
書
に
よ
る
）

高
良
斉
は
後
著
の
序
文
を
大
坂
の
宗
学
の
学
者
・
篠
崎
小
竹
に
代

筆
さ
せ
て
い
る
。

〃
蘭
法
が
伝
来
し
て
よ
り
我
国
の
医
人
は
、
往
々
闘
法
の
多
効
に
喜

び
、
言
葉
巧
み
に
諸
人
に
試
し
病
人
に
出
費
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
上
、

整
れ
た
原
因
を
理
解
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
よ
く
見
ら
れ
る
事
象
で
禁

じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
〃
（
中
西
釈
文
）

こ
の
一
文
は
医
師
の
子
息
に
し
て
は
じ
め
て
書
け
る
も
の
で
、
今
日

に
於
け
る
両
国
旨
（
両
昌
号
月
①
富
め
＆
日
＆
旨
冒
①
、
論
拠
に
も
と
づ
く

医
療
）
に
相
当
す
る
文
章
で
あ
る
。
朱
子
学
者
ら
し
い
一
文
と
い
え
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プ
（
》
く

こ
の
よ
う
な
医
療
界
の
風
潮
を
正
す
た
め
に
『
蘭
法
内
用
薬
能
識
」

で
は
、
作
用
、
禁
忌
、
併
用
可
否
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
正
し

い
処
方
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟
子
の
日
高
凉
台
は
、
高
良
斉
訳
編
の
『
薬
品
応

手
録
」
が
余
り
に
も
簡
単
な
の
で
、
モ
ス
ト
等
に
な
ら
っ
て
薬
効
区
分

配
列
と
し
た
西
洋
薬
の
正
し
い
用
法
を
天
保
六
年
に
書
き
上
げ
た
。

こ
の
原
稿
は
天
保
七
年
二
八
三
六
）
に
「
和
蘭
用
薬
便
覧
」
と
題

し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
の
序
文
を
姪
の
信
（
ノ
ブ
？
）
が
書
い
て

い
る
Ｏ〃

凉
台
老
人
（
三
十
歳
台
な
の
に
老
人
扱
い
）
は
、
こ
の
種
の
小
冊
子

は
小
澤
墳
言
ば
か
り
で
公
刊
す
る
に
値
し
な
い
。
発
刊
す
れ
ば
町
医
は

簡
便
に
走
り
医
の
大
本
を
忘
れ
る
か
ら
刊
行
は
不
可
で
あ
る
と
言
っ

た
。
私
は
こ
の
本
が
用
薬
に
非
常
に
便
利
で
、
町
医
が
上
手
に
用
い
れ

ば
治
療
功
者
に
な
る
。
そ
れ
は
仁
術
へ
の
近
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と

主
張
し
て
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
〃
（
中
西
釈
文
）

こ
の
凉
台
の
姪
の
発
言
は
、
近
代
の
実
用
便
宜
主
義
と
申
す
べ
き
思

考
で
あ
る
。
彼
女
の
発
言
は
、
一
八
九
九
年
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
発
刊

さ
れ
た
メ
ル
ク
社
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
初
版
が
医
薬
品
用
法
の
全
く
の
安
直

本
で
あ
る
史
実
と
考
え
合
わ
す
と
興
味
深
い
。

し
か
し
日
高
凉
台
は
癒
し
の
根
本
は
用
薬
だ
け
で
は
な
い
と
主
張

し
、
続
刊
の
『
和
蘭
用
薬
便
覧
附
録
・
上
」
の
序
文
に
は
、
老
人
に
言
っ

て
も
亦
、
冷
笑
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
、
別
の
姪
・
光
が
書
い
て
い
る
。

良
斉
や
凉
台
よ
り
一
時
代
後
の
、
中
津
の
大
江
雲
沢
医
師
（
文
政
五

年
一
八
二
二
ｌ
明
治
三
二
年
一
八
九
九
）
が
〃
医
は
仁
な
ら
ざ
る
の
術
、

務
め
て
仁
な
ら
ん
と
欲
す
″
と
述
べ
て
医
訓
と
し
た
こ
と
を
考
え
併
せ

る
と
、
薬
品
中
心
医
療
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
お
け
る
彼
等
の
発

言
は
、
歴
史
的
に
ま
こ
と
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
惟
す
る
。

（
平
成
十
六
年
九
月
例
会
）

一
九
四
九
年
、
思
二
言
い
Ｆ
ら
が
鎖
状
赤
血
球
貧
血
患
者
の
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
（
里
〕
）
の
β
鎖
が
正
常
者
の
西
ご
と
は
異
な
る
事
を
発
見
し
、

四
筋
と
命
名
し
た
。
そ
の
違
い
は
β
鎖
の
Ｎ
末
端
か
ら
六
番
目
の
ア
ミ

ノ
酸
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
バ
リ
ン
に
替
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
こ
の

よ
う
な
病
気
を
分
子
病
昌
巳
円
昌
閏
Ｓ
ｍ
①
閉
①
と
命
名
し
た
。
こ
の
発

見
を
契
機
と
し
て
、
異
常
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
研
究
者
が
世
界
各
地

に
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
「
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
狩
人
」
と

呼
ば
れ
た
。

山
口
県
立
医
科
大
学
、
臨
床
病
理
学
教
授
、
柴
田
進
は
一
九
五
六
年
、

テ
ネ
シ
ー
大
学
の
胃
．
目
脂
の
の
血
液
学
レ
ジ
デ
ン
ト
コ
ー
ス
を
受

け
、
一
年
経
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
と
き
、
空
港
に
見
送
り
に
来
た

目
隠
の
師
に
「
日
本
で
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
調
査
を
し
ま
す
」
と
約

束
し
た
。
帰
国
し
た
一
九
五
七
年
か
ら
濾
紙
電
気
泳
動
法
で
検
体
の
残

り
の
血
液
に
つ
い
て
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
三
年
間
で
一
○
○

○
検
体
を
調
べ
た
が
一
例
の
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
も
出
会
わ
な
か
つ

国
ご
シ
旨
の
発
見
の
歴
史

佐
分
利
保
雄


